
 

 

               令和７年１０月１０日 

 北 海 道 開 発 局              

 

苫小牧市をモデル地区として 
エゾシカの事故（ロードキル）対策を実施します 

～ロードキルデータを活用し効果的な路面表示や注意喚起を工夫～ 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

記 

 

■対策区間 

・国道36号 苫小牧市美沢～北栄町 延長約10km（別紙①参照） 

 

■対策内容 

 ・ドライバーからの視認性に配慮した路面表示設置（別紙①参照） 

 ・道路情報板により、ロードキル発生が多い時期や時間帯に応じた注意喚起を実施 

 ・過去のデータから特定した、ロードキル多発箇所への注意喚起看板を設置 

※対策期間中は、通行車両の速度データやロードキル発生件数等のモニタリング調査を実施

し、結果を年度内に公表予定です。 

 

なお、例年作成している「エゾシカ衝突事故マップ」（別紙③参照）を更新、公開しました。 

付近を走行される際には、衝突防止6原則などにご留意いただき、エゾシカ等の野生動物の出没 

に備えた安全運転をお願いいたします。 

 

＜エゾシカ衝突事故マップ＞  

URL：https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/kn/dou_iji/splaat0000003n3x.html 

  

北海道では、近年、エゾシカの事故が増加しております。 

北海道開発局では、自然との共生を意識した国道でのネイチャーポジティブに取り組むモデル地区と

して、北海道苫小牧市の国道３６号の下記の対策区間において、ロードキルの発生状況等のデータを活

用し、既存の対策（別紙②参照）と合わせ、エゾシカの出現が多い地点への効果的な路面表示等の対策

を実施します。 

さらに、エゾシカ事故が多発する１０月～１２月の期間は、道路情報板等で集中的な注意喚起等を図

ります。 

【問合せ先】国土交通省 北海道開発局  電話（代表）011-709-2311 
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北海道開発局ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/ 
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